
  

 

2024年９月異業種交流会 

 

開催日：2024 年９月１９日（木） 18:00～20:00 

会 場：かぶらや総本店 

参加者：清水堪蔵(49C)、木村謙之(60W)、鶴岡徹雄（44M）、 

池原豊治(48C)、新澤洋保(42C)、二宗光文(46M)                       

合計 6 名

  

9 月になったというのにまだ暑い日が続いている。そういう中でも、名古屋駅からすぐ

のこのお店は満席の状態で暑さを吹っ飛ばす勢いである。 

 

久しぶり（ほぼ 1 年ぶりか）に、岡山県津山から池

原さんの参加があった。東海連合支部会員ではあるが、

現在は故郷の津山に住んでいる。、旧友との出会いを楽

しみに、この会にはよく参加されていた。交流会が終わ

って名古屋に一泊し、次の日に愛知支部の会員との「山

歩きの会」で近くの山に登り楽しむというスケジュー

ルである。 

今回も岐阜の金華山を予定していたが、気温が 37℃

予想という事もあり、中止したそうである。今その代わ

りの場所を検討中とのこと。 

（後日分かったことだが、代わりの場所としては 

奥三河の段戸裏谷原生林「きららの森」に行き 

楽しんだとのこと。） 

また池原さんは亡くなられた奥さんのことを俳句や

短歌に思いを込めて作られて、地元新聞に取り上げら

れ、いろんな賞ももらっている。毎回その作品を持って

きて紹介してくれる。今回の作品を写真で紹介する。 

 

過去参加されていたが高齢化に伴い店まで来れなくな

った人もいる。この人の近くに行き一緒に食事をと計画し

た人もいたが、連絡が取れず実現できなかったとの報告も

あった。この会も長く続いていて、こういうことを聞くと

時代の流れを感じる。 

 

そのほかにもコンピューターの話になった。入社した

ときにはデーター入力を紙カードや穴の空いた紙テープ

で実施していた。メールもなく海外とのやり取りはテレッ

クス。この費用削減から、特殊な短縮文字があり慣れない

と困った話など。ほぼ同世代の参加者間で盛り上がった。 

 

その他のテーマでも盛り上がったがあっという間に予

定の 2 時間が過ぎた。周りの部屋はまだ多くの人で盛り上

がっていた。 

早くこの暑さが終わり、本格的な秋が来ることを期待

してお開きとした。 

 

                              （文責 二宗） 

 

 

 


